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( HomologoUs Recombino十ion : HR )によって修復されており, Mrell/R(コd51/Xrs2
【 MRX )複合体がその開始に必要とされている.しかしmrell欠損株では組換え修復が






















































































を,二重変異株を作って調べたところ, mrell swel変異株もmrell chkl変異株もとも
に組換え頻度が低下した｡従って, mrell変異株でG2/M期の遅延が生じ,その結果組
換えを促進していることが,高い組換えを導く原因である｡次にDNA二重切断を作る化
学物質で酵母を処理したところ,野生株とは違ってmrell変異株では組換えは誘導され
なかった｡二重切断を作らない化学物質で処理すると, mrell変異株で組換えは誘導さ
れる｡従って, Mrellタンパク質は二重切断を認識し,シグナルを伝える他に,二重切
断を含めたDNA損傷全般の組み換え修復にかかわる｡自然状態では,二重切断はほとん
ど無いので, Mrellからのシグナルは発生しないが､ mrell変異株では自然損傷が結果
として増加し, Mrellとは別のシグナル系を作動させ,それに応じた組換えが増えた事
が明らかとなった｡
これらの成果は,組換え機能が欠損しているにもかかわらず,自然組換えが高頻度で
観察されるというmrell欠損株の矛盾を解明しただけでなく, DNA損傷シグナル経路の
研究に新しい視点を提供するもので,鈴木志織が自立して研究活動を行うに必要な高度
の研究能力と学識を有することを示している｡したがって,鈴木志織提出の論文は,悼
士(生命科学)の学位論文として合格と認める｡
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